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肱川の主な特徴 

① 中流部の大洲盆地に川が集まっている。（手のひらのよう
に洪水が集中しやすい地形）  

② 河床勾配が非常に緩い。（洪水が流れにくい地形）  

③ 大洲盆地から下流は山が両岸から迫り、河口に行くほど
平野の広がりがない。（洪水が吐けにくい地形）  

地
形
の
特
徴 

① 上下流バランスを保ちながらの堤防整備  

② 上流での洪水調節施設整備 

整
備
の
特
徴 

下流への負担を軽減するため、堤防高を抑えた堤防整備で遊水機能を課している。 
河口部における平地の狭隘区間においては、地域の負担を軽減するため、宅地の
嵩上げを行う改修方式を採用している。 

洪水量を調節し、全川にわたり水位低下を図る。 
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減災のための目標（案） 

○肱川水系は474支川からなる 
○大洲盆地に川が集中 
○手のひらのように洪水が 
 集中しやすい地形 

○下流は山が両岸から迫り 
洪水が吐けにくい地形 

河床勾配の比較 

○肱川の河床勾配は非常に緩やか 
洪水が流れにくい地形 

河口からの距離 (km) 
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減災のための目標（案） 

■肱川流域は、手のひらのように洪水が集中しやすい、流れにくい、吐けにくい等の地形の特徴 
■肱川では、上下流バランスを保ちつつ堤防整備を実施しているため、一部高さを抑え、計画堤防高に満たない堤防が
存在している状況。 
■特に東大洲地区では平成5年に「八幡浜・大洲地方拠点都市」に指定され、商業・産業が集積。 
■平成１６年、平成１７年では、計画堤防高に満たない堤防を越流し、二線堤も越流したため、南予地方の拠点である
東大洲地区に大規模な浸水被害をもたらした。 
■東大洲地区には、基幹交通、緊急輸送路である国道５６号があり、災害復旧に対して早期の道路機能の回復が必要
となる。 
■西大洲地区には、防災拠点となる市役所をはじめ消防署があり、防災機能を維持する等の取り組みが必要となる。 

肱川からの越流氾濫や支川から
の溢水氾濫を考慮し、命を守る行
動として水害から逃げる。 

既に起こった水害から迅速な排
水活動を実施し、基幹交通である
国道56号の道路機能を早期に回

復させるとともに防災機能を維持
する等の取り組みを行い、早期に
日常生活を取り戻す。 

逃げ遅れゼロ 

社会経済被害
の最小化 

東大洲地区 西大洲地区 

大洲市役所 

大洲消防署 
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減災のための目標（案） 

■５年間で達成すべき目標（事務局案） 
 手のひらのように洪水が集中しやすい地形の特徴を踏まえ、肱川で発
生しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」や防災機能の維持を含む
「社会経済被害の最小化」を目指す。 
※手のひらのように洪水が集中しやすい地形の特徴･･･支川が多く洪水が集中しやすい、流れにくい、吐け
にくい地形 

※大規模水害･･･当初は昭和１８年７月洪水と同等程度の水害（年超過確率１／１００の規模の水害）とする
が、次段階は想定最大規模の水害とする。 

※逃げ遅れゼロ･･･ハード対策、ソフト対策を実施することによって洪水に対して安全な場所へ逃げ切ること
ができる状態。 

■目標達成に向けた３本柱の取組 
 河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を
実施。 

（１）円滑かつ迅速な避難行動のための取り組み 
（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活
動等の取り組み 

（３）社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化 
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目標達成に向けた主な取組内容（案） 

※今後、目標達成に向けた取組事項を協議するが、現時点で想定される主な取組内容を挙げることとする。 
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（１） 避難行動の取り組み内容 

① 情報伝達、避難計画等に関する事項 
・広域避難計画やタイムラインの精度向上、避難所の再設定 など 

■避難場所 
 内子町 
 ○○小学校 等 

■避難場所 
 西予市 
 ○○小学校 等 

広域避難計画を反映した
ハザードマップのイメージ 

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の2.5万分の1地形図を複製したものである。（承認番号平19 四複、第5号） 
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② 平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 
・首長も参加した出水時の対応を確認するセミナー及び洪水リスクが高い
区間についての共同点検や小中学生を対象とした水防災教育の実施 
など 

首長も参加した緊急避難行動を促すセミナーを実施（H27.10.19） 

（１） 避難行動の取り組み内容 
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③ 円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項 
・無堤地区における堤防整備の推進やＰＣ・スマートフォンなどでの画像
配信 など 

大洲河川国道事務所ＨＰでの肱川の画像配信 
スマートフォンでも
画像配信予定 

（１） 避難行動の取り組み内容 
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（２）水防活動等の取り組み内容 

① 水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項 
・水害リスクの高い箇所の共同点検や関係機関が連携した水防訓練の
実施 など 

関係機関が連携した水防訓練の実施 
（H27.4.19） 

水防団、住民との共同点検を実施 
（H27.10.28） 
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② 要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項 
・要配慮者施設における避難計画策定の促進及び訓練の実施 など 

 大洲市にある介護老人保健施設を併設する病院では、平成７年の浸水で断水や停電、医療
機器の被害等を受けたことを教訓に、自家発電機や送水ポンプを２階に設置する等の対策を
実施。 
 その為、平成１６年８月の台風１６号においては、施設１階が床上浸水したものの、断水や停
電は発生しなかった。また、入所者の居室は浸水しない３階以上のため、職員は事前に移動
可能な医療機器のみを２階へ移動し、その後、平成１６年以降に、移動できないレントゲン等の
医療機器の浸水対策として止水板や防水扉を設置した。 

（２）水防活動等の取り組み内容 
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（２）水防活動等の取り組み内容 

② 要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項 
・要配慮者施設における避難計画策定の促進及び訓練の実施 など 

http://www.city.ozu.ehime.jp/soshiki/kikikanri/0115.html 

出典：大洲市地域防災計画 資料編 平成27年3月 
 大洲市防災会議 P.185 

出典：大洲市地域防災計画 風水害等対策編 平成27年3月 
 大洲市防災会議 P.72-74 
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（３）排水活動及び施設運用の取り組み内容 

・関係機関と連携した排水訓練の実施 など 

排水ポンプ車訓練を実施 
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（３）排水活動及び施設運用の取り組み内容 

・ダムの危機管理型の運用方法の検討 
   下流の被害を軽減するために、貯留量を増やして容量を有効に活用する操作（特

別防災操作）の実施判断ルールなど危機管理型の運用方法について検討する。 
 

野村ダム 鹿野川ダム 
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今後のスケジュール（案） 
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今後のスケジュール（案） 

H28.3.18 第1回 協議会 
・第1回 幹事会 
  現状の取組状況の共有 
  今後の取組（案）の報告 
・第2回 幹事会 
  取組方針（案）の報告 

H28.5（予定）第2回 協議会 

H28.8（予定）第3回 協議会 

H29以降 毎年出水期迄 協議会 

・第3回 幹事会 
  現状の取組状況の共有 
  今後の取組（案）の報告 
・第4回 幹事会 
  取組方針（案）の報告 

・規約の制定 
・目標の設定 

・想定最大規模の水害に対する 
 今後の取組方針の決定 

・第5回 幹事会  
  現状の取組状況の共有 

・年超過確率1/100規模の水害に対する 
 今後の取組方針の決定 

・取組状況の報告 




